
アルプスの少女ハイジ
ぬりえ　絵本

だい5わ
［ピッチーの　ごはん］

プリントアウトして、ぬりえとして楽しむことができます。

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



あらしのあと、すからおちていたことりのあかちゃんをハイジはつれて
かえってそだてることにしました。
ほしくさのおうちもつくり、なまえをピッチーとつけました。

［ピッチーのごはん］

１ページ
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「ピッチー、はやくとべるようになってね。」
ハイジははなしかけ、ごはんをたべさせてあげます。
まるで、おかあさんになったみたい。
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2ページ
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ピッチーのごはんをさがすのに、おおいそがしのハイジ。
ピッチーはそだちざかりなのでごはんをたくさんたべるのです。
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3ページ
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つかまえようとしていたかたつむりを、ヨーゼフがぱくり。
「かたつむりをたべてしまったわ！」ハイジはびっくり。
おなかがすいていたのでしょうか。
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4ページ
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やまごやにもどると、ヨーゼフがこんどはピッチーをおいかけ
ています。
「ヨーゼフ、たべてはだめよ！」
ハイジはおおきなこえでいいました。

［ピッチーのごはん］

5ページ
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ハイジのこえがきこえなかったのか、
ヨーゼフはジャンプをして、ちいさなピッチーをたべてしまっ
たのです。
  

［ピッチーのごはん］

6ページ
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「どうしてピッチーをたべてしまったの。」
とてもかなしくて、ハイジは、ヨーゼフをなんどもなんどもた
たきました。
ところが…
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7ページ
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ゆっくりとふりむいたヨーゼフがくちをあけると、
げんきなピッチーがすがたをみせているではありませんか。
「ぴいぴい。」とないています。
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8ページ

Ｃ　ＺＵＩＹＯ



ハイジはかんがえてわかりました。
ほんとうは、だんろのひにとびこみそうになったピッチーを
ヨーゼフがたすけてくれたのです。
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9ページ
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「ヨーゼフありがとう。」
ヨーゼフはねむってしまったのでしょうか。へんじがありません。
でもハイジは、いままでよりずっとヨーゼフのことがすきになりま
した。
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